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班鋪饉記燿婚増議務摯鸞■籠麟二お,質毅
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とは、この時代:の駿会を指している書難であ
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筆、 “二斐中卜菫難學、全て學筆璽員馨 攀 へ學

つとめ」、「畿へのつとめJ、 「簿分へのつとめ1

の原理を反映し、各璽スカウト連畿の文化や文瞬

担菫整な言警で景整され、世界羹警:二 上→て童彗

事彙.た二驚ウト學 :ちか,ヽ と「撃きて:を撃守

すること浄`要求され、またそれによつて導力難 る。

スカウト運動の癬難者によって当初考えられた

F江塾彗.、 ,ン 「登 姜デ ,14rJ下曇 inで ふ ス "

≧室肇、そ申撃轡が曇季されています=

「伝統」として “伝えるも命"また
゛
手渡すも

め"が単韓外見的翻 えばスカウト教育法の一つで

象ス鐵 難 菫 まヽ■'レ と,争 だ わ 4ず ´ n藝聾 摯 ふ ス

ξ櫓へのつと基1、 建 へのつとめせ、「典分ヘ

のつとめ」、この 子二つのうとめ」が凝縮され異

象化された「ちかいJや「おきて」の決意や実践

を璽■‐ね ス鸞ウ ト難紅 書め 輿壁めな愛や離饉 隻、ム

攣華 1_て 彗まうことのをいよ曇まこと.it■ 理量者

の理念や繭華の中味を私たちが正しく運び、生命

をみヽすて守り、正しく伝えられるか、その意味に

食ぃて勢縫ζ露ボ「継箋ふふ織 :摯ふ4か らヽ機わ

れて罐
-4~ 

また興時 :こ宣べ盤たられてきたこと

が、スカウトー人ひとりに受け轟がれ、懸かされ

ている力、し`まが検雛するときであります。

<ゲ曇―バ 1∫ ゼーシ撃ンがすすむ春で ～ 曇わ響!=

かえて～ >
グローバノイヒがすすむ時代にあるて社会を生き

縮ぞ洗を着 み
=ン

に攣簿装書で董盤F・lにその最り

継みが盤襲 ヒィています二「七 卜J、 『モノJ、 「カ

ネJ力t爾斃を越えて自由な動きをするなかで、ス

カウ蠅 は露を越えた地球的なイシューを蓮機

すみ>鑽時にスカウトが活動十ふ孝め垂鐘め麗震

を書少年ととも舞、また時代とともに、そして社

会とともに、取り組まな:すればなりませ私

イノベーションを含めて大きく変革する社会に

ふって 豊率を露くこル』こ羹けて曇なのスカウト

運動難どうあるべきめ、 変革すべきことは何か、

について藁璽に曲き合い、露本めスカウト運動に

大理に摯り墨む姿勢がいま私たちに求められてい

ると考えきに かって創爆奮ベープン4パウエル

撃が筆1攣曇津彙難当のスカウト撃撃の書警方を

大きく変革し、平和のスカウト運動に転進したこ

とも鏑議しなければなりま奪嵐 饉狭な視点でス

織ウ 聾― か理をス曇‐■営青井ど 縫曇彙わ籍鱚 1「

tつ二≧が軽 拿■ら集ていますニ

これまでのポーイスカクト覇鬱機や儘会議でも

変革に向けて『不易繭 1や f轟競難畿」を取り

卜げず暑め彎奪― →豊馨茅藤霊 :.てき嗜1.■

費彗ξこ霙して磐、昼翼彗な「羹曇壁壌Jや 子鰹

魔改革iめレベルを越えて、変革の中藤となるベ

き私たわ :意議改革J ti―人ひとりに強く求め

鍵れをし、きを 1‐轟 姜 井霧葬 :菫霧凄 :=す警 薫

「

麟

t墜動的な壺菫4そ●●での瞳鑢
=あ

菫め量基

を賽えるここが発ず絲 りま丸 そして蟻巌

から舞在、そして未来と嶽く繭 ●鉤 韓輩

:二懸壁.な彗身ていt摯:孝 :=で子の套薇建:籠た

ちの資曇の鐘墨としてまたち曇れ奮れ|つまり.

葺にらけてしヽここれが必1豪春嵐
=奎

量:‐
‐

ても嚢饉をもoそJt墓轟撼轟i=J撼 二ヽ量繕墓‐る
と思いますハ

このとき■神よt変え|られるものを:餐える舞

気を
`変

えられないも晦 lt螢ミ窯 篠冷警さを.

そ1.′て菫きを量理する畿 与え裁えFめ来聾、

構 ユーバ
・

のこのことばな畿 通ヽじ析ります。

隣 鰹 )

瘍 100‐ 年史

震率プ識テスタントやキリ不卜驚壼 圭難曜夫
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